
















― 実践を通じた交流と支援から学ぶ ― 
 
 
















































なってきたのは、1992（平成 4）年の隔週学校 5日制が導入された頃からである。 
 文部科学省による学校週 5日制は、子どものたちの生活全体を見直し、ゆとりのある生
活の中で、子どもたちが個性を生かしながら豊かな自己実現を図ることができるよう、平





を育むため、完全学校週 5日制の実施が提言され、平成 14年度から完全学校週 5日制を実
施させた。 











































































































  ①自宅で遊ぶ（テレビ、ゲーム、音楽、本、お絵かきなど）：6名 
  ②屋外で遊ぶ（公園、自転車、散歩など）：4名 
  ③学習活動（勉強、習い事など）：2名 
  ④自主サークルの活動、福祉団体主催の活動など：4名 
  ⑤外出（買い物、外食）：5名 
  ⑥旅行：0名 




  ①満足している：0名 
  ②困っている：3名 
  ③どちらともいえない：3名 
 
3 上の質問で困っていると回答された方に理由をお伺いします（複数回答可） 
  ①家族と遊ぶなど活動が単調になっている：2名 
  ②楽しめる場所が少ない：0名 
  ③友だちと遊ぶことができない：2名 
  ④運動不足になる：0名 
  ⑤家事の負担が増える：１名 
  ⑥その他：0名 
 
4 一緒に過ごす人は誰ですか(複数回答可) 
  ①家族で：6名 
  ②友だち：0名 







  ①家族と一緒に過ごさせたい：1名 
  ②スポーツをさせたい：3名 
  ③勉強させたい：1名 
  ④自然に触れさせたい：1名 
  ⑤友だちと過ごさせたい：4名 
  ⑥家事の手伝いをさせたい：1名 
  ⑦趣味のことをさせたい：2名 
  ⑧地域の行事に参加させたい：1名 
  ⑨習い事させたい：1名 
  ⑩ゆっくり過ごさせたい：2名 
  ⑪旅行させたい：0名 
  ⑫自主サークルの活動、福祉団体主催の活動に参加させたい：4名 
  ⑬その他 





  ①とても増えた:0名 
  ②少し増えた：3名 
  ③今までと変わらない：2名 
  ④少し減った:0名 
  ⑤とても減った：1名 




  スされると、子どもたちにとってはいろいろな意味で大きな刺激となり、成長するの 
  にプラスになるのではないかと思います。 
 ・あまり負担と感じることもないのが、土・日の場合です。長期休み(夏・冬などは)結 
  構キツいなとも思いつつなんとかこのいで来た感じです。なるべく一緒に買い物や手 
  伝い等もやりますが成長と共にうまくいかない時もあります。 










  のお友達と逢う楽しさもあるようで喜んで行っています。 
 ・ニャッキ、スペシャルオリンピックスサークル・ニコニコひまわりの会、最近は O学 
  園のデイサービスも入ることができました。 
 ・受けていないと回答：2名 
 ・無記入：1名 
  ※ニコニコひまわりの会(ニコひま)：障がい児親の会 
 
9 余暇の支援について、公の機関や地域への要望はありますか(記述) 
 ・我家は N市じゃないので違うこともあると思いますが、健常の子らに対しての支援は  
  ある（あるように感じる）のに参加させたくても親が一緒じゃないとだめかな…?と(勝 
  手かもしれないけど)思うと、年齢が上がるにつれていけなくなりました。サポート人 
  員がいないまたは少ないこともあるだろうけど、どこの市町村でも特別支援学級があ 
  る学校・教育委員会は学校以外のサポートを考えてもらいたいと思います。 
 ・現実的すぎるかもしれませんが、支援機関などへの金銭的支援(場所なども)、支援機 
  関の設立などの支援。 
 ・継続的にサポートしてくれるような社会人ボランティアが増えてくれると嬉しいです。 
 ・気軽に利用でき、安全に、様々な活動ができる場所が、各地にあればよいのに…。 
 ・要望ではありませんが、今年 5月から児童デイサービスが O学園に運営され 9月に契 





  余暇活動も子どもに経験させてあげたい。 
 ・今現在は、それほど不満不安はないが、今後は、どこまで親は付き添っていかなけれ 
  ばならないのかという、将来的な不安はあります。将来兄だいの余暇活動との兼ね合 







  ムーズに取り組むことができました。週末になると、サークルに来ている友だちの名 
  前を言うようになって、本人なりの伝え方で「サークルに行きたい」と言っているの 
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  かなと思います。遊び場所ができて、喜んでいるように見受けられます。 
 ・同じ学校以外の子どもたちの関わりが出てきた親や学校の先生以外の大人との関わり 
  がとても新鮮なようで嬉しい様子。人慣れしてきた様子。 
 ・親と離れて少しは学生さんと一緒に活動できるようになったと思います。 
 ・基本、人と関わることが大好きなので変化はありませんが、サークルの仲間や学生さ 
  んに逢える事がとっても嬉しいみたいで“大学は?”と聞くことが多くなりました。 
 ・お兄さんお姉さんとの関わり、周りのお友だちとの交流でお家でもよく話になります。 
  大きな変化はありませんが確実に少しずつ世界が広がっていると思います。 
 
12 子どもたちはニャッキをどのように思っていますか(記述) 
 ・月に 1回のサークル活動なのでとても楽しみにしている様です。 
 ・事前に行くことを伝えるとたのしみにする。そこで知りあいになったお友だちや学生 
  さんたちの名前がでてきて、よろこんだりする。 
 ・学校以外の友だちや学生さんたちに会って、一緒に遊べる場所、楽しい場所だと多分 















 また、自分自身で余暇の時間に DVDを見て楽しんでいる子どももいる。 
 この結果から、設問 4からも示されているが、ボランティアやガイドヘルパーと過ごす
こともあるが、保護者や家族を中心となっている余暇活動が多いのではないか考える。 
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